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植物防疫基礎講座

農業害虫 お よ び天敵昆虫等の薬剤感受性検定 マ ニ ュ アル ( 18)

茶 害 虫 カ ン ザ ワ ハ ダ ニ

も ち
農林水産省野菜 ・ 茶業試験場 望 月 雅 俊

I 薬剤抵抗性の概況

カ ン ザ ワ ハ ダニ ( Tetranychz俗 的nzawai KISHIDA) は
チ ャ ， 野菜， 花 き ， 果樹の害虫 と し て知 ら れ， チ ャ で は
収益性の高い一番茶， 二番茶 に 被害 を与 え る 重要害虫 で
あ る 。 本種 に薬剤抵抗性発達の 問題が生 じ た の は， 1961 
年に静岡 県の一部の チ ャ 園 お け る フ ェ ン カ プ ト ン の効果
減退の事例が最初であ る (刑部， 1973) 0 1960 年代 の 中
ご ろ に は フ ェ ン カ プ ト ン， エ ス ト ッ ク ス ， ケ ル セ ン に対
す る 抵抗性が顕在化 し ， 1970 年代 の初頭 に は こ れ ら の 3
薬剤 に対す る 抵抗性が主要な茶産地全域の カ ン ザ ワ ハ タ'
ニ個体群 に 発達 し た (刑部， 1973) 。 そ し て ， こ れ ら に
変わ る 殺 ダニ 剤 と し て 1975 年か ら 使用 さ れた 水酸化 ト
リ シ ク ロ ヘ キ シ ル ス ズ 剤 に つ い て も ， 1980 年代前半 に

は抵抗性の発達が主要茶産地であ る 静岡 (牧之原) ， 京
都， 福 岡 の 個体群で報告 さ れた (浜村， 1985) 0 1990 年
代 に 入 る と ミ ルベ メ ク チ ン， ク ロ フ ェ ン テ ジ ン， フ ェ ン
ピ ロ キ シ メ ー ト ， ピ リ ダべ ン， な ど新規薬剤が使用 さ れ
る 一方で， BPPS， ポ リ ナ ク チ ン複合体な ど従来か ら 存
在す る 薬剤 も 依然 と し て使用 さ れ続 け て い る 。 こ の こ と
は， チ ャ に 寄生す る 本種の薬剤抵抗性の状況が非常 に複
雑であ り ， 特定の効果的 な基幹的薬剤 を挙 げ ら れな い こ
と を 示 し て い る 。 小沢 (1994) は静岡 県 の 中西部地域の
チ ャ 園での本種の薬剤感受性実態調査か ら ， 一律的 な防
除薬剤 の選定 は 困難であ り ， 適切な ロ ー テ ー シ ョ ン散布
の組み合わ せ作成 と 有効性の高 い薬剤の延命 を 図 る た め
に は ， き め細かな チ ェ ッ ク に よ る 抵抗性個体群の早期発

見 と 現地の個体群に対す る 有効薬剤 の把握が重要であ る
と 指摘 し て い る 。

E 薬剤感受性検定法

カ ン ザ ワ ハ ダニ の薬剤感受性検定法は処理方法に よ り
散布法， 浸演法， 局所施用法 に 大別 さ れ る 。 各方法 と も
ハ ダニ類全般 に共通 し た 手法であ り ， 詳 し い解説が多数

Methods for the Measurement of Susceptibil ity of Agricul

tural Insect Pests to Insecticides_ The Kanzawa spider mite， 

Tetranychus Kanzawai KISHIDA. By Masatoshi MOCHIZUKI 
( キ ー ワ ー ド : カ ン ザ ワ ハ ダニ， チ ャ ， 薬剤感受性， 検査法)

あ る (真梶， 1981 ; 浜村， 1996 な ど) 。 こ こ で は ， 主 に

用 い ら れて い る 散布法 と 浸漬法 を 説明 し ， そ れ ら を 用 い
た薬剤感受性検定の 例 を 示 し た 。

1 供試 ダ ニ の採集

茶園 に お け る 本種 は ， 春先に増殖を始 め ， 初夏 と 秋 に

密度 の ピ ー ク を持つ二山型の発生消長 を 示す た め ， 初夏
(5�6 月 ) と 秋 (9�10 月 ) が採集適期 で あ る 。 発生部

位別 に 見 る と ， 摘採面 よ り も 畝の両側の裾部分で の 密度
が高 い た め ， 採集 の 際 に は裾部分の成葉 を サ ン プ リ ン グ

し て 寄生葉 を持 ち 帰 る 。
2 供試 ダニ の累代飼育

本種の飼育に は ナ ミ ハ ダニ 等 と 同様， イ ン ゲ ン マ メ の
リ ー フ デ ィ ス ク や鉢植 え を 用 い る (刑部， 1991 ; 後藤，

1996) 。 カ プ リ ダニ類な ど天敵の迷入 に よ り 飼育が妨 げ
ら れな い よ う に 注意が必要で あ る 。

表 - 1 散布法 に よ る カ ン ザ ワ ハ ダニ 雌成虫 の 水酸化 ト リ シ ク

ロ ヘ キ シ ル ス ズ 4 ， 000 倍 (62 . 5 ppm) に対す る 感受性検
定法 (浜村， 1985 よ り )

個体群 採集月 日 ( 1982 年) 死亡率 (%) *

埼玉県

入間市上谷 ヶ 寅 6 月 24 日 100 (50) 

静岡県

島田市初倉A 6 月 7 日 4 1 . 5 (61 ) 

島田市初倉 B 6 月 7 日 58 . 1  ( 134) 

金谷町 5 月 12 日 75 . 9  ( 104) 

榛原町 6 月 7 日 96 . 3  (63) 

浜松市三方原 6 月 24 日 97 . 2  (2 1 1 ) 

滋 賀県

水口 町A 6 月 25 日 100 (56) 

水 口 町 B " 100 (4 1) 

甲南町 " 100 ( 15 )  

福岡県

八女町川崎 6 月 29 日 100 (62) 

八女市忠見 11 100 ( 18) 

広川 町雨降 " 100 ( 13) 

黒木町 " 100 (53) 

宮 崎県

川南町A 7 月 2 日 100 (34) 

川南町 B " 100 (21 )  

* : ( ) 内 は供試個体数
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3 散布法 に よ る 感受性検定

チ ャ か ら 採集 し た本種 を イ ン ゲ ン マ メ 等 を 用 い て飼育
増殖 し， こ れ を イ ン ゲ ン マ メ 葉片上 に 媛種 し た 後， 薬液
を一定量散布 し て 反応 を 調査す る 。 こ の ほ か， 本種が寄
生 し て い る チ ャ 葉片 に対 し て 直接散布処理 を行っ た り ，
採集 し た チ ャ 葉 に 寄生す る 個体 を イ ン ゲ ン マ メ 葉片上 に
移 し て か ら 散布処理 を行 う 簡便 な 方法 も あ り ， こ れ ら 二
つ の 方 法 は ， 多 数 の 個体群 を 調査 す る 場合 に 適 し て い
る 。 散布法 に よ る 雌 成 虫 の 感 受 性 検 定 手 順 と 調 査例
(表一1) を 示 し た 。

① 直径 9 cm の プ ラ ス チ ッ ク シ ャ ー レ の 底 に ， 厚 さ
5 mm 程度 に脱脂綿 を 置 き ， 水 を 含 ま せ る 。 こ の 上 に ，
適当 な大 き さ に切 り 取 っ た イ ン ゲ ン マ メ 葉片， あ る い は
チ ャ 葉片 を 葉裏 を 上側 に 置 く 。 シ ャ ー レ の 内側 l cm 程

度 を 開 け て 葉片 を 置 く と ， 水の補給が行いや す い。
② 面相筆 な ど の細筆 を 用 い て ハ ダニ を葉片上 に接種

す る 。 接種数 は， 直 径 2 cm 程 度 の 葉 を 用 い た 場 合，

20�30 個体が適 当 で あ る 。 接種 に あ た っ て は， 虫体 を
傷っ け な い よ う に ， 実体顕微鏡下で操作 を 行 う な ど の細
心の注意が必要であ る 。 静止 し て い る 個体 は 吸汁 し て い
る 場合が多 い の で， 無理 に 移動す る と 口 針 を傷つ り る 。

経 く 筆で触れて歩かせ て か ら 筆 の先です く う よ う に し て
取 り ， 新た な葉片 に 移す と 失敗が少 な い 。

③ 24 時間後 に 死亡個体 を 取 り 除 く 。 こ の と き ， 体
表 に 薬剤が十分付着す る よ う に ， ハ ダニ が張 っ て い る 網
も 取 り 除 く 。

④ 所定 の濃度 に 調整 し た 薬剤 を ， 2 mg/cm2 の 薬液
付着量 と な る よ う に 散布処理す る 。 使用機器 に よ り 薬液

付着量 に差があ る の で， 散布量 と 付着量 の 関係 を事前 に
調査 し必要な散布液量 を算出 し て お く 。 定量的散布がで
き る 回転式薬剤散布塔 ( み ず ほ 理化工業) や薬剤散布機
(大起理化工業) が散布装置 と し て 市販 さ れて い る 。

⑤ 処理 を 終了 し た 葉片 を 風乾 さ せ た後， 通気孔 を あ
け た フ タ を シ ャ ー レ に か ぶせ る か， あ る い は通気孔 を 開
げ た ケ ー ス に シ ャ ー レ を 収 容 し ， 20�250C， 16 時 間 日

長条件の恒温室 内 に 置 く 。 散布 24 時間， ま た は 48 時間
後に ハ ダニ の生死 を判定す る 。 生存 し て い る が歩行不能
な個体は死亡個体 と み な す。

4 浸潰法 に よ る 感受性検定

イ ン ゲ ン マ メ での飼育 と 散布機器利用 を 省略で き る 簡
便な手法 と し て ， チ ャ 葉の浸漬法 に よ る 感受性検定があ

る 。 広範囲 に わ た る 地域 の薬剤感受性の傾向 を 短期間 に

表-2 浸漬法 に よ る カ ンザ ワ ハ ダニ雌成虫の薬剤感受性 (津崎 ・ 高城， 1989 よ り )

死 亡 率 ( %)

供試個体群 ( い ずれ も 京都府)

薬 剤j 名 宇 治 市 京都市 宇治田原町 田辺町 和束町 久御山 町 加茂町 福知山市
希釈倍数 一一 一

(商品名， 成分量， 剤型) 岡本 白川 善法 向島 大福 南 飯岡 湯船 佐山 山 田 興
水酸化 ト リ シ ク ロ ヘ キ シ ル ス ズ 2 . 000 9 . 0  100 65 . 8  27 . 3  20 . 0  96 目 6 49 . 0  33 . 3  22 . 2  100 89 . 5  
( プ リ ク ラ ト ン， 25%， 水和剤) (78) * (82) (32) (44) (45) (29) (49) (33) (36) (23) ( 19) 
ポ リ ナ ク チ ン複合体 ・ BPMC 1 . 000 81 . 8  87 . 9  95 . 5  97 . 4  100 97 . 4  92 . 9  92 . 6  83 . 0  97 . 5  100 

( マ イ ト サ イ ジ ン B， 42%， 乳剤) (33) (33) (22) (38) (25) (44) (28) (27) (53) (40) (13) 

ピ ナ パ ク リ ル 1 . 000 38 . 7  100 86 . 0  69 . 6  96 . 2  100 93 . 3  96 . 7  95 . 1  96 . 2  91 . 7 
(ア タ リ シ ッ ド ゾル， 30%， ゾル) (31)  (30) (43) (46) (26) (34) (30) (30) (4 1 )  (26) ( 12) 

ビ ナ パ ク リ ノレ 1 . 500 24 . 2  43 . 8  37 . 5 22 . 2  61 . 1  
( ア ク リ シ ツ ド ， 50%， 水和剤) (33) (32) (24) (18)  ( 18)  
ケ ル セ ン 1 . 500 84 . 4  100 97 . 5  94 . 3  45 . 8  72 . 0  56 . 3  69 . 0  88 . 0  93 . 9  100 

( ケ ル セ ン， 40%， 乳剤) (32) (35) (40) (53) (24) (25) (32) (29) (50) (33) ( 10)  

BPPS 1 . 500 13 . 8  48 . 6  64 . 5  50 . 0  90 . 3  36 . 7  48 . 3  59 . 5  100 
( オ マ イ ト ， 57%， 乳剤) (29) (37) (31 )  (28) (31)  (30) (29) (42) ( 1 1 )  

酸化 ブ ェ ン プ タ ス ズ 1 . 000 13 . 5  17 . 9  4 . 5  43 . 0  29 . 4  38 . 5  
( オ サ ダ ン， 25%， 水和剤) (37) (39) (22) (23) ( 1 7) ( 13) 

BRP 1 . 000 97 . 3  100 84 . 8  93 . 8  96 . 3  
( ジ プ ロ ム ， 50%， 乳剤) (37) (48) (33) (48) (27) 

プロ チ オ ホ ス 1 . 000 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 
( ト ク チ オ ン， 45%， 乳剤) (34) (33) (36) (43) (41 )  (30) (30) ( 10 )  (4 1) ( 16) 

プロ フ ェ ノ ホ ス 1 . 000 100 1 00 100 100 100 100 
( エ ン セ ダ ン， 40%， 乳剤) (36) (33) (27) (37) ( 17 )  ( 14 )  

DMTP 1 . 000 1 8 . 5  2 l . l  1 7 . 1  6 . 9  4 . 5  0 . 0  66 . 7  
{ ス プラ サ イ ド ， 40%， 乳剤) (27) (38) (41)  (29) (22) ( 1 7) (48) 

* : ( ) 内 の数字は供試個体数
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表 - 3 浸並立法に よ る カ ン ザ ワ ハ ダニ卵の主主斉11感受性 (小沢 ・ 山本， 1992 よ り )

殺卵率 (%)
薬剤l名 (有効成分比率) 希釈倍率

{共試個体群 ( い ずれ も 静岡県)

菊川町中内田 掛川市原泉 掛川市原里 森町向天方

60 . 8  (240) 

95 . 5  (202) 

99 . 6  (265) 

BPPS 乳剤 (57%) 1 ， 500 56 . 4  (466) * 40 . 2  (328) 83 . 4  (265) 

ピ ラ ク ロ ホ ス 7l<和剤 (35%) 750 48 . 6  (251) 98 . 6  (432) 97 . 9  (338) 

ヘキ シ チ ア ゾ ク ス ・ DDVP 乳剤 1 ， 000 99 . 2  (383) 

(5% ' 50%) 

蒸留水 8 . 4  (487) 1 5 . 9  (416) 5 . 7  (264) 5 . 8  (224) 

* : ( ) 内の数字 は供試卵数

調 査 す る の に適 し て い る (刑部， 1973 ; 小 林 ・ 林，
1983 : 津崎 ・ 高城， 1989 な ど)。 本法の手順の概略を以
下に述べ， 調査例 (表 2， 3) を示し た。

① 直 径 9cm のプラ ス チ ッ ク シ ャ ー レ の底 に， 厚 さ
5 mm 程度に脱脂綿を置 き， 水を含 ませ る。 この上に，
2 cm x 2  cm 程 度に切り取った茶葉を葉哀を上側 に し て
置 き， ここに野外から採集 し たカンザワ ハ ダ ニ を前項
3 ②と同様に接種する。 あるいは， 野外から採取 し た寄
生葉からハ ダニ の寄生する部分を切り取り脱脂面上に置
く。

② 接種 2 4 時間後に死亡個体を取 り除 く 。 さらに体
表に薬剤が十分付着するように， ハ タ.ニが張 っ て いる網
を取り除 く 。

③ 所定の濃度に調整 し た薬液に， 葉片を5� 10 秒間
浸潰する。 浸潰後は葉片を炉紙上 において余分な薬液を
吸い取り， 再び脱脂面上に戻す。

④ 前項 3-⑤と同様の手順で処理虫の生死を判定す
る。

浸漬法は雌成虫のほ か卵 での感受性検定にも利用され
て いる。 小沢 ・ 山本 ( 1992) は， 越冬を終えた雌の産卵
により個体群中 の卵比率が上昇する3� 4 月 にチ ャ 葉を
採取 し ， 産下卵 が集 中 し て いる部 分を探 し て 2cm x 2  
cm 程度に切り取 り， 浸漬法を用いて 野外個体群の卵の
薬剤感受性を検定し て いる ( 表-3)。
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